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つくし湖（真壁町椎尾地内）
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平成28年度予算可決
一般会計
179億7,000万円

Sa
kur
agawa City Council

43No.

第１回定例会号

平成28年５月15日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

議 会 広 報 特 別 委 員 会
委員長 萩原　剛志　　副委員長 榎戸　和也

委　 員 市村　　香　　委　 員 菊池　伸浩

委　 員 大山　和則　　委　 員 谷田部由則

発行責任者　議　 長 潮田　新正

　熊本・大分を震源とした巨大
地震が発生し、多くの方々が被
災しました。亡くなられた方々
に謹んでお悔やみ申し上げます
とともに、被災された方々にお
見舞い申し上げます。
　５年前に東日本大震災で被災
した当時を思い起こし、被災さ
れた方々の心痛を思えば、いた
たまれない気持ちです。震災後、
災害対策に取り組んでまいりま
したが、現実に自然の脅威に遭

遇すると、無力さを感じざるを
得ません。今後、想定される巨
大地震に対しても、さらに心し
て防災・減災対策に取り組んで
いかなくてはなりません。自助・
共助・公助のそれぞれの役割を
踏まえ、それぞれの立場でお互
いに連携しながら、
万全な備えを構築し
てまいりたいと思い
ます。

　2 月
   1 日 議会運営委員会視察研修 
 17 日 総務・文教厚生常任委員会
 19 日 議会全員協議会
 22 日 建設経済常任委員会
 24 日 議会運営委員会・議会全員協議会

　3 月
 1 日～ 11 日　第１回定例会
 7 日 議会広報特別委員会
 ８日 総務・文教厚生・建設経済常任委員会
 11 日 議会運営委員会・議会全員協議会

　4 月
 11 日 議会全員協議会
 14 日 議会運営委員会視察研修
 20 日 議会広報特別委員会

　5 月
 6 日 議会広報特別委員会

議会日誌編集後記

次の定例会は

６月14日（火）
開会予定です。
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